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懐徳堂文庫貴重資料の修復について
はじめに
平成十四年十月十二日
1
二十日、大阪歴史博物館において、大阪大学総
合学術博物館設立記念展が開催された。その際、博物館からの要請により、懐徳堂の貴重資料を久々に学外展示したが、その内、最重要資料の一つである「懐徳堂幅」(三宅石庵書)の表装の劣化 発見された。そこで、改めて主な資料について総合的な調査を進めたところ、緊急に修復を必要とするものが多数あることが判明した。
一、附属図書館への提言
これを受けて、筆者は、平成十六年一月三十日開催の大阪大学附属図書
館研究開発室会議におい 、以下の二点を緊急報告ω
担当スタッフについて
ε
平成十五年十一月の懐徳堂アーカイブ講座において、資料アーカイブの専門家との懇談会を持ち、大阪大学附属図書館がこのような大量の
湯
実B
ヲム
浅
貴重資料を有しながら、学内に専任スタッフが配置されていないという問題点が改めて指摘された。
ごこれまで、懐徳堂文庫の資料整理や調査、見学者に対する解説、学内
外の展示担当などは、主として財団法人懐徳堂記念会嘱託研究員(非常勤)が行ってきた。
rもしかし、財団法人の収入減から二年前に研究員の配置そのものが廃止され、現在、実質的な支援を行っているのは文学研究科中国哲学研究室の教員・学生である
o
c
懐徳堂文庫の整理・調査は、平成十三年に旧館から新館への総合移転が行われて以来 懸案となっている。また昨今の電子情報化に大きな貢献をしているのは この懐徳堂文庫の調査・研究である。大 として専任スタッフを配置するこ が必要である。
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ω
資料の劣化と修復につ
c
平成十四年十月、大阪大学総合学術博物館設立記念展において 久々に「懐徳堂幅」などを学外展示したが、その表装 劣化が著し ことが判明した。懐徳堂資料の中 は、修復しないと今後 に耐えないものがある
。これを機に、改めて調査を進めたところ、緊急に修復を必要とするも
めは別紙の通りである。
。計画的に修復が進められるような予算措置が必要である。
添付した「要修復資料リスト」は次の通りである。
要修復資料リスト。目安として緊急度を
A-B
・
C
の三ランクに区分した。
A : : :
このままでは資料の劣化が加速する恐れがあるので至急修復を要し、また修復をしなければ今後公開はできないもの。
B i - - -
このままでは公開にやや支障があり、また、木箱に入れるなどの保管状態を改善しなければ今後資料の劣化が進むもの。
c : : :
現時点では公開自体は可能であるものの、額装 または木箱に入れるなどの保管状態を改善しなければ今後資料の劣化前進むと懸念されるもの。
【緊急度
A
】
①懐徳堂幅一幅表装の劣化による裂け目②中井竹山画像一幅紙折れ@入徳門聯一対乾燥によるひび割れ、補修時のガムテ
l
プ付着
④螺銅算盤一挺軸・働の脱離⑤白鹿洞書院掲示(捲り)一枚乾燥によるひび割れ@加藤竹里書簡集二帖虫損甚大⑦懐徳堂記念会設立趣意書一面用紙劣化による剥落甚大@蘭洲先生真跡一帖折り目裂け
e@懐徳堂印(大阪府学教授印)一頼印柄脱離⑪李斯鐸山碑一帖折り目裂け、虫損甚大⑪青貝印匝一匝乾燥による漆のひび割れ、貝の剥落⑫高年先生緩歩帖一帖折り目裂け⑬裏陽帖一帖表紙脱離、要書帳⑪道澄寺鐘銘 帖表紙脱離、 れ 、虫損甚大⑮文粛先生碑一 表紙布剥 折れ目裂け、虫損甚大【緊急度
B
】
⑮朱文公大字行書四訓版⑪伝中井履軒書扉風半双
湿度変化による反り・査み、要木箱
本紙の劣化による裂け目・剥離、要木箱四
面
【緊急度
C
】
⑬竹山先生背諦(捲り)四十八枚要額装⑮石庵・蘭洲二先生張交扉風四曲一双要木箱⑮竹山履軒諸先生張交扉風要木箱
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二曲半双
なお、ここには具体的書名を逐一列挙はしないが、貴重書籍の内、無
帳のものについては、当然「要書帳」【緊急度
C
】となる。
この報告と提言は、附属図書館研究開発室員(兼任)という筆者の立場
から行ったもので、これにより、附属図書館においては、懐徳堂資料の劣化と修復に関する問題について、一応の認識を共有できた。ただ残念ながら、この提言 もかかわらず、附属図書館独自の予算措置は実現しなかった。これは、修復に多額の費用がかかると予想されたこと、また、要修復
資料の大半が、書画類など、附属図書館寄託品(文学研究科所蔵品)ったことによると推測された。
で
あ
二、重点経費の申請
そこで筆者は、大阪大学の総長裁量経費(重点経費)の獲得を目指し、
文学研究科が要求母体となる申請書の作成に向けて企画を練り直した。学研究科会計係の高見逸郎係長、渡遺年男主任の協力を得て、平成十七年一一月、申請書は完成し、平成十七年度重点経費として「懐穂堂貴重資料の修復経費」を文学研究科(懐徳堂センター)から申請した。要求要旨は「大阪大学の源流とする懐徳堂貴重資料の保存 研究及び展示 ための劣化部の修復が緊急の課題」というも である。右の要修復資料の内、緊急度Aの資料を対象とするもので、要求額は約八百万円。また、要求理由は次通りである。
懐徳堂資料とは、近世の懐徳堂から近代の重建懐徳堂を経て昭和二
十四年に大阪大学に収められた漢籍、和書、書筒、書幅、絵画、聯、扇子、印章などいわゆる「懐徳堂文庫」にその後大阪大学が入手した懐徳堂関連の書画、文書などを加えたもので 現在附属図書館と文学研究科に収蔵されており、総点数は約五万点に上る。近世日本の学術と文化を物語る一級の資料であり、大阪大学の・貴重な財産である。
しかし、これらの資料を管理する人員と財源 不足によって、十分
な管理体制が構築できないのが現状であ 。
近年の調査により、とりわけ貴重なものとされる資料 中に、劣化
が著しく進行した資料があることが判明し、修復することなしには今
後の展示等が不可能であるのみならず、取り返しのつかない段階まで破損が進む可能性がある。
こうした資料は、展示、閲覧、さらには研究資料とされることでは
じめてその意義を持つもので り、大阪大学としてこうした事態を放置することはできないと思われる。
このような事情により、本年は緊急に修復を必要とするものに限定
し、その費用を重点経費として要求するものである。
付言するならば、資料点数の多さに鑑みて、今後は計画的に修復が
進められるような予算措置がとられることを要望したい。
総長裁量経費の申請については、まず書面審査が行われ、その審査を通
過した申請についてのみ、後日、個別にヒアリングが行われる。右の申請については、平成十七年三月一日、書面審査を通過したとの連絡があり、三月七日、本部事務局三
O
一会議室において、この申請に対するヒアリン
グが行われた。文学研究科からは、江川副研究科長、池田事務長 筆者が出席した。
- 121 -
三月二十四日、採択の内定通知が伝えられた。但し、交付額は、申請額
から二百万円減額の約六百万円であった。不足分については、文学研究科と附属図書館との間で交渉が進められ、結局、附属図書館が特 予算として二百万円を拠出し、こ 修復事業に協力することとなった。
、修復作業の開始
これを受けて、文学研究科では、平成十七年度に入り、具体的な作業
取りかかった。
まず、文学研究科内に選定委員会が設置された。メンバーは、奥平俊六
教授、泉万里教授と筆者の三名である。そして、学内外の専門家の意見を参考にして、こうした貴重資料の修復に実績を持つ業者を数社選出し、それぞれに対 「懐徳堂関係貴重学術資料の修復に関する提案書作成お願い」と題する文書を発送するとともに、七月十二日、附属図書館新館貴重図書室(懐徳堂文庫)において現物を実見してもらった。すなわち、各資料の修復方法、その修復方法による利点、問題点、金額、類似の修復等請負実績、などについて問い合わせ、回答 求めたのである。
対象とした資料、劣化の現状、必要とする修復作業内容は、各々次の通
りである。
①懐徳堂幅一幅表装の劣化による裂け目②中井竹山肖像画一幅紙折れ③螺銅算盤一挺軸・働の脱離④白鹿洞書院掲示(捲り) 枚⑤加藤竹里書簡集二帖@懐徳堂記念会設立趣意書
虫損甚大
面
O
表装修復
O
表装修復
O
軸・働の接着
乾燥によるひび割れ
O
額装
O
表装
用紙劣化による剥落甚大
O
表装
O
書帳作成
O
印柄接着
。書帳作成
⑦蘭洲先生真跡一帖折り目裂け@懐徳堂印(大阪府学教授印)一頼印柄脱離@李斯鐸山碑一帖折り目裂け、虫損甚大⑮青貝印匝
匝
乾燥による漆のひび割れ、貝の剥落
⑪高年先生緩歩帖
帖
折り目裂け
O
貝の接着
O
書扶作成
⑫裏陽帖一帖⑮道澄寺鐘銘
表紙脱離
O
書帳作成
一帖表紙脱離、折れ目裂け、虫損甚大
O
書帳作成
表紙布剥離、折れ目裂け、虫損甚大
O
書帳作成
⑪文粛先生碑
帖
⑮朱文公大字行書四訓版
四
面
湿度変化による反り・歪み
O
木箱作成
後日、各業者からの回答が届けられ、選定委員会において慎重な検討が
進められた。その結果、主として書画類については坂田墨珠堂、器物類については(財)元興寺文化財研究所に修復を依頼することとなった。また、その過程で、修復対象資料の一部入り換えが決定した。
具体的な修復資料は次の通りである。
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【坂田墨珠堂担当】
①紙本墨書「懐徳堂幅」一幅
(一九八二年文学部受入資料位、
B 9 )
②紙本墨書「中井竹山肖像画」一幅
(一九八二年文学部受入資料部、
B H )
@拓本「白鹿洞書院掲示」一面
〔 竹 山 書 〕
@拓本「白鹿洞掲示」一面
〔天明二年履軒 、天生寄進
309
〕
⑤紙本墨書「懐徳堂記念会設立趣意書
( C
叩)
面
@紙本墨書「蘭洲先生真跡」
( B m )  
⑦拓本「李斯揮山碑」一帖
( B m )  
@拓本「高年先生緩歩帖」一帖
(一九八二年文学部受入資料川、
B m )
@拓本「嚢陽帖」一帖
(一九八二年文学部受入資料出、
B m )
⑪拓本「道澄寺鐘銘」一帖⑪拓本「文粛先生碑」一帖
( B m )  
⑫紙本墨書「第三号扉風(履軒筆ご四曲一隻
(一九八二年文学部受入資料附)
帖
作業は順調に進められ、それぞれ平成十七年度末に、修復を終えた資料
が返還され、詳細な修復報告書が文学研究科会計係へ届けられた。以下では、この報告書を参考としつつ、「懐徳堂幅」「中井竹山肖像画」「懐徳堂印」の三点に絞って、その の概要を簡潔に紹介しておきたい。
ω
「懐徳堂幅』の修復
【(財)元興寺文化財研究所担当】
①「螺錨算盤」一挺
(一九八二年文学部受入資料別、
B m )
②「懐徳堂印(大阪府学教授印ご一頼
( F
凶)
@「青貝印匝」一匝
( F ω )  
④「螺銅韻匝」一臣
(一九八二年文学部受入資料口、
B m )
三宅石庵書の「懐徳堂幅」は、懐徳堂文庫を代表する貴重資料であり、
資料展示の際には必ず出品されるものである。しかし、経年により、表装裂地に汚損・破損が生じていたほか、不具合な旧補修箇所も確認された。
そこで、修復は、「調査」「剥落止」「補修」「補修箇所の補彩」「折損の
修復」「汚れの除去」「旧裏打紙除去及び新たな裏打」 いう過程 経て行われた。また、桐太巻添軸を作製することによって巻径を大きくし、曲げに対する負担を緩和させるという工夫が施された。さらに これを収蔵するための桐製の保存箱が作製された。
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ω
『中井竹山肖像画」の修復
次に、中井竹山肖像画は、経年による表装裂地の汚損・破損、不具合な
旧補修笛所に加えて、本紙自体の汚損・破損が問題となった。つまり、折損および折損から生じた擦傷、料紙 剥落があり、また、これに関連して、糊の粘着力低下による裏打祇の浮きも問題祝された。
そこで、右の「懐徳堂幅」とほぼ同様の修復方法がとられたが、特に、「旧裏打紙除去及び新たな裏打」については、経年により料紙の脆弱性が
懸念されたため、裏打紙を全て除去し、新たに小麦粉澱粉・古糊を使用し
憤徳堂幅
去後iゑ 去後?ゑ
|ぷ.ぷ11
修理後(全図) 修理前(全図)
鴎里事国璽喧圃圃圃・哩璽国雪量
ミムムよ
懐徳堂幅保存箱(修復前)
懐1~堂幅保存箱(修復後)
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中井竹山肖像画
全図
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修復後
中井竹山肖像画
修復前部分
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修復後部分
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修復を継続するとともに、その成果を広く一般に公開していきたいと考えて い る 。
(本研究科教授)
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